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村
長
室
か
ら

七
月
は
文
月
と
も
言

い
ま
す
。
由
来
は

七
夕
に
詩
歌
を
献

じ
る
風
習
や
書
物
を
夜
風
に

曝
す(

さ
ら
す)

風
習
か
ら

と
い
う
の
が
定
説
と
か
。
そ

ん
な
心
の
ゆ
と
り
を
持
ち
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。
▼
先
月
の
二
十
一
日
に

東
京
東
白
川
ク
ラ
ブ
の
創
立

六
十
周
年
記
念
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
六
十
年
前
と

い
え
ば
昭
和
三
十
年
、
日
本

が
よ
う
や
く
戦
争
の
傷
跡
か

ら
立
ち
直
り
、
そ
の
後
の
発

展
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
頃

で
す
。
そ
ん
な
大
変
な
時
代

に
故
郷
を
離
れ
、
日
本
の
中

心
地
で
あ
る
東
京
で
生
活
の

基
盤
や
事
業
を
切
り
拓
い
て

行
か
れ
た
先
輩
諸
氏
の
ご
労

苦
を
想
像
す
る
に
、
い
か
に

大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う

と
只
々
、
感
嘆
と
尊
敬
の
思

い
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
皆
様
の
故
郷
東
白
川

村
を
思
う
気
持
ち
と
、
同
郷

の
絆
に
よ
り
東
京
東
白
川
ク

ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た
と
伺
い

ま
し
た
。
創
立
以
来
、
歴
代

の
会
長
様
を
は
じ
め
と
し
て

役
員
、
会
員
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表

す
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
本

村
が
受
け
ま
し
た
数
々
の
ご

援
助
や
交
流
の
歴
史
を
省
み

て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
ご
恩

に
対
し
村
民
の
皆
様
と
共
に

感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
▼
東
京
東
白
川
ク
ラ

ブ
、
東
白
川
花
の
木
会
、
中

京
村
人
会
こ
の
三
つ
の
村
人

会
が
今
後
と
も
村
の
応
援
団

と
し
て
発
展
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
新
し
い
会
員
さ

ん
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
家
族

や
ご
親
戚
の
方
に
ご
入
会
を

お
勧
め
い
た
だ
く
よ
う
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

檜茶太鼓に聞き入る東京東白川クラブの会員たち（関連５ページ）

東京東白川クラブの設立６０周年記念

総会で檜茶太鼓を披露しました。

太鼓とシンセサイザーを組み合わせ、

白川の四季を表現した「白川清流のぼり

うち」の演奏に涙を流す方もいました。
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農
業
経
営
者
に
な
る
こ
と
に
強
い
意
志
を
持
つ
青
年
等
に
対
し
て
、
就
農
研
修
期
間
（
２

年
以
内
）
や
経
営
開
始
直
後
の
収
入
の
不
安
定
な
時
期
（
５
年
以
内
）
の
所
得
を
確
保
す
る

給
付
金
制
度
に
よ
り
、
新
規
就
農
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
就
農
希
望
者
が
選
択
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

活用しよう！　　

　村の農業制度

新
規
就
農
給
付
金
制
度

山田豊彦さん（下野）

名古屋市出身

美濃白川夏秋トマト部会会長

安江敏治さん（日向）

SPECIAL INTERVEW

理
想
と
現
実
のギ

ャ
ッ
プ

ト
マ
ト
栽
培
が

向
い
て
い
る

▼対象者：原則４５歳未満で農業経営者になる意欲のある者
▼要件①：独立・自営就農または雇用就農、親元で就農を目指すこと。
▼要件②：県が認めた研修機関で約１年以上の研修をすることなど。

▼対象者：原則４５歳未満の認定新規就農者※

　※村が農業経営基盤強化促進法に規定する青年等就農計画の認定を受けた者

▼要件①：独立・自営就農をすること。
▼要件②：青年等就農計画が事業基準に適合していることなど。

▼対象者：青年就農給付金を受けない新規就農者。
　①経営開始型：４５歳以上５５歳未満で農業経営を開始する方。
　②親元就農タイプ・自立就農 / 部門経営タイプ
　　：１８歳以上５５歳未満の農業後継者の方など。

青年就農給付金（準備型）　　年間１５０万円・最長２年間1

青年就農給付金（経営開始型）　年間１５０万円・最長５年間2

後継者等就農給付金事業　　年間１００万円・最長２年間3

た堆肥作りの勉強をしました。就農を決めたのは、東白川は森
林も多く、そういった堆肥づくりに向いていると思いましたし、
何より初めて村を訪れたときにほっとしたというか・・・第２の
故郷だと感じました。
　今は週３日ほど研修を受けています。困ったことがあると他
のトマト農家の方もいろいろと教えてくれるのでとてもありがた
いです。また、収益をあげて生計を成り立たせる野菜作りの難
しさや農業のシビアな面も学びました。
　今年の冬からはトマト栽培を始めるつもりです。トマトが嫌
いな子どもも食べられるようなおいしいトマトを作りたいです。

　
現
在
、
村
の
新
規
就
農
者
は
二
人

で
、
今
年
度
中
に
は
後
継
者
の
方
が

新
た
に
一
人
認
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
も
何
人
か
の
新
規
就
農
者
が

来
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、

有
機
農
法
や
自
然
農
法
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
中
に
は
数
カ
月
で
転

出
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

　
村
に
は
年
間
三
～
四
件
、
新
規
就

農
を
考
え
て
い
る
方
か
ら
問
合
せ
の

連
絡
が
あ
り
ま
す
。
問
合
せ
が
あ
っ

た
時
に
は
、
農
務
係
の
担
当
者
が
面

談
を
行
い
、
就
農
計
画
や
取
り
組
む

作
物
、
ま
た
有
機
農
業
を
希
望
す
る

方
に
は
、
農
産
物
の
販
売
先
が
あ
る

の
か
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
村
の
夏
秋
ト
マ
ト
は
昭
和
五
十
八

年
頃
に
五
戸
の
農
家
が
四
五
㌃
の
農

地
で
栽
培
を
始
め
、
現
在
は
十
二
戸

の
農
家
が
栽
培
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
目
標
で

あ
っ
た
一
〇
㌃
当
た
り
の
平
均
収
量

が
一
〇
㌧
を
越
え
ま
し
た
。こ
れ
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
農
家
が
堆
肥
に
よ

る
土
壌
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
成
果

で
あ
り
、
安
定
し
た
収
量
を
確
保
で

き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

栽
培
農
家
の
減
少
と
い
う
課
題
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
は
農
畜
産
公
社
な
ど
か
ら

新
規
就
農
者
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
が
、
受
入
農
家
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
飛
騨
の
方
へ
行
っ
て
し

ま
う
方
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

対
応
と
し
て
、
美
濃
白
川
夏
秋
ト
マ

ト
部
会
の
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
研

修
受
入
農
家
を
引
き
受
け
、
村
の
受

入
農
家
は
一
戸
か
ら
三
戸
に
増
え
て

い
ま
す
。
本
村
の
自
然
条
件
や
収
益

を
見
込
め
る
作
物
で
あ
る
こ
と
、
指

導
者
が
身
近
に
多
く
い
る
こ
と
等
か

ら
、
新
規
就
農
者
に
夏
秋
ト
マ
ト
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　東白川村に来る前に京都で２年間就
農研修を受け、その時に木材屑を使っ

　３０年位前からトマトの栽培を始めました。一時
はトマト農家が３０戸まで増えたこともありました
が、高齢化や後継者不足によりトマト農家が減って
しまうのではないかという心配があります。
　今まではトマト栽培をやりたい方がいても受入農
家が少なく、なかなか受け入れることができません
でしたが、トマト部会の役員が中心となって受入体
制を整えることができました。
　山田君は一生懸命取り組んでくれています。困っ
たことがあれば近くにはトマト農家の先輩もいる
し、地域の方とも交流しながら
頑張ってほしいです。

研修受入農家

新 規 就 農 者

↑専用の道具を使って
トマトの茎を固定する作業

「新たな発見も多く、
良い刺激になっています」

と語る山田さん

※この他にも条件等は細かく決まっています。

就
農
給
付
金
の
種
類
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　「
集
落
営
農
」
と
は
、
集
落
を
単
位
と
し
て
農
業
生
産
過

程
の
一
部
又
は
全
部
を
共
同
化
・
統
一
化
し
、
実
施
さ
れ
る

営
農
体
系
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
一
般
に
農
業
生
産
だ
け
で
な
く
、
農
村
生
活
で
の
共
同
活

動
も
含
め
た
生
産
力
の
向
上
を
期
待
し
、
兼
業
農
家
や
高
齢

農
家
を
含
め
た
農
家
の
協
力
の
も
と
に
行
う
営
農
で
す
。

活用しよう！

　　村の農業制度

集
落
営
農
組
合
制
度

「平成２６年農業生産に関する資料」参照

親田集落営農組合 大明神集落営農組合

【作付計画】
　水稲・・・６１，３５１㎡　　飼料米・・４１，７７０㎡

【作業概要】
▼荒掻き、代掻き、田植えなど一連の農作業は、㈲新世紀
　　工房農業サポート部に委託
▼農薬や肥料は組合が一括購入して、組合員に配布
▼水稲作業班を編成。
→高齢などにより自身で管理できない農地は作業班に委託
　作業内容によって組合から賃金を支払う

【目　標】７２７，０００円の黒字決算見込み

村
の
農
業
状
況
は
？

　
日
本
の
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢

は
六
十
六
・
五
歳
（
平
成
二
十
五
年

度
）
と
言
わ
れ
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
加
え
て
村
の
高
齢
化
率
は

県
下
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
農
業
に
お
い

て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
て
き
て

い
ま
す
。

①
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

　
高
齢
化
に
よ
っ
て
草
刈
り
な

ど
の
重
労
働
作
業
が
で
き
な
く

な
り
、
農
地
の
維
持
・
管
理
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
担
い
手
・
後
継
者
不
足

　
農
業
だ
け
で
は
安
定
し
た
収

入
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
の
理

由
か
ら
、
農
業
離
れ
が
進
ん
で

い
ま
す
。（
図
）

③
栽
培
コ
ス
ト
の
増
加

　
農
地
の
多
く
が
急
傾
斜
地
に

点
在
し
て
お
り
、
農
地
が
集
約

で
き
な
い
た
め
に
栽
培
コ
ス
ト

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【作付計画】
　水稲・・・３０，６３９㎡　　飼料米・・１４，９１５㎡

【作業概要】
▼荒掻き、代掻き、田植えなど一連の農作業は、㈲新世
　紀工房農業サポート部に委託
▼農薬や肥料は組合が一括購入して、組合員に配布
▼農薬散布、草刈り、水田の水管理は組合員自身が行う

【目　標】
　１３７，８７５㎏の収穫見込み（４５０㎏／１０ａ）
　４９５，０００円の黒字決算見込み

組合員数　３０人 ／ 加入面積　４５，５５４㎡ 組合員数　４１人 ／ 加入面積　１０３，１２１㎡

集落営農相談員

　産業振興課農務係

横家和明さん （白川町）

　現在、村で集落営農に取り組んでい
る親田と大明神の現地を視察しながら、

困っていることなどがないかを聞いて回っています。肥料や作業に係る金額な
どを算出し、集落営農組織のベースとなるシステムづくりも行っています。
　私が携わっている白川町切井の集落営農組合では、２５ａの畑でジャガイモ
やタマネギ、トウモロコシなどを作っています。最初は、農法にこだわりのあ
る方も多く、まとまりがありませんでしたが、５年くらいたってようやく組合
がひとつになったと感じます。その成果として今年の野菜の売り上げは５０～
６０万が見込めると思います。集落営農＝農業が楽になる、ということではあ
りません。５年後、１０年後の農地の保全のために、みんなで農地を守ること
ができる組織を作ることが集落営農の一番の目的です。それよりなにより、み
んなで協力して農業に取り組むことの楽しさを知ってもらいたいです。

お気軽に
ご相談

ください

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

繭

水稲

園芸作物

緑茶

畜産

東白川村の農業総販売額の推移（図）（万円）

（年）

　
親
田
と
大
明
神
の
集
落
営
農
組
合
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。具
体
的
な
経
費
や
組
合
員
の
負
担
、

利
益
と
い
っ
た
こ
と
は
こ
れ
か
ら
結
果
と
し
て
表
れ

て
き
ま
す
。
集
落
営
農
相
談
員
の
横
家
さ
ん
は
「
今

後
は
集
落
の
代
表
の
方
を
数
人
集
め
て
、
集
落
営
農

会
議
な
ど
を
開
催
で
き
れ
ば
…
」
と
語
っ
て
お
り
、

村
の
農
業
の
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

農
業
へ
の
期
待
感

昭和５５年の総販売額と比べ
ると、平成２２年以降は約６
割まで減少している事が分か
ります。

村の集落営農組合
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　
ま
た
、
集
落
協
定
を
結
ん
だ
集
落

を
「
協
定
集
落
」
と
呼
び
、
交
付
金
は

各
協
定
集
落
の
会
計
に
一
括
支
払
い
さ

れ
、「
機
械
・
農
作
業
の
共
同
化
」
を

実
現
す
る
㈲
新
世
紀
工
房
農
業
サ
ポ
ー

ト
部
に
対
し
て
交
付
金
の
二
十
％
を
支

出
し
ま
す
。
残
り
は
協
定
集
落
参
加
者

の
話
し
合
い
の
も
と
、
協
定
集
落
内
で

の
共
同
取
り
組
み
活
動
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
村
の
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
従
事
者
の

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
農
産
物
の
価

格
低
迷
、
地
形
に
よ
り
農
地
の
集
約
化

が
難
し
く
大
規
模
営
農
が
で
き
な
い
、

有
害
鳥
獣
被
害
な
ど
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
中
で
、
村

の
農
地
を
維
持
し
、
継
続
的
な
農
業
を

行
う
た
め
に
も
「
集
落
営
農
組
織
」
の

立
ち
上
げ
は
有
力
な
方
法
の
ひ
と
つ
で

す
。
現
在
、
親
田
と
大
明
神
で
立
ち
上

げ
ら
れ
た
集
落
営
農
組
合
を
村
の
集
落

営
農
モ
デ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
、
村
全

体
に
広
げ
つ
つ
法
人
化
を
進
め
て
行
く

計
画
で
す
。こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

農
業
経
営
の
効
率
化
や
農
地
保
全
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
㈲
新
世
紀
工
房
の
農
業
サ
ポ

ー
ト
部
門
を
切
り
離
し
、
新
し
い
農
業

生
産
法
人
を
立
ち
上
げ
る
計
画
も
あ
り

ま
す
。
受
託
作
業
の
効
率
化
、
園
芸
作

物
の
振
興
、
新
規
作
物
の
栽
培
、
各
種

施
設
の
有
効
活
用
等
を
推
進
し
、
村
の

農
業
を
守
り
、
継
続
的
な
農
業
生
産
活

動
が
行
え
る
体
制
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

＜対象農地及び交付単価＞

第
四
期
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

種　別
交付単価

（円／１０ａ） 条件等

集落連携・

機能維持加算
3,000

２つ以上の集落が連携した協定の締結

新たな人材の確保

農業生産活動等の維持

超急傾斜農地

保全加算
6,000

田：１／１０以上、畑 20°以上

※農産物のブランド化、景観を活かし

た都市住民との交流イベント開催など

集
落
協
定
と
は
？

地目 区　分 交付単価
（円／１０ａ）

田

急傾斜

（１／２０以上） ２１，０００

緩傾斜

（１／１００以上）
８，０００

畑

急傾斜

（１５°以上） １１，５００

緩傾斜

（８°以上）
３，５００

＜加算措置による交付単価及び条件＞

　
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
農
業
生
産
条
件
の
不
利
を
補
正
す
る
農
家
等
へ
の
交
付

金
に
よ
り
、
農
業
生
産
活
動
の
維
持
を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
の
発
生
を
防
止
し
、
水
源

か
ん
養
や
美
し
い
景
観
形
成
と
い
っ
た
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
制
度

で
す
。

　
基
本
的
に
は
自
治
会
単
位
の
非
農
家

を
含
む
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
・

県
・
村
か
ら
、
農
地
の
地
目
や
傾
斜
に

よ
り
算
出
さ
れ
る
交
付
金
に
よ
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
当
該
農
用
地
に
お
い

て
農
業
生
産
活
動
等
が
維
持
さ
れ
る
よ

う
①
構
成
員
の
役
割
分
担
、
②
生
産
性

の
向
上
や
担
い
手
の
定
着
の
目
標
等
、

集
落
と
し
て
今
後
五
年
間
に
取
り
組
む

べ
き
事
項
や
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
交
付
対
象
と
な
る
の
は
自
然
的
・
経

済
的
・
社
会
的
条
件
の
不
利
な
地
域
に

あ
り
、
か
つ
農
業
生
産
条
件
の
不
利
な

農
用
地
で
集
落
協
定
な
ど
を
結
び
、
農

業
生
産
活
動
等
を
五
年
間
以
上
継
続
し

て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
第
四
期
対
策
（
平
成

二
十
七
年
度
～
平
成
三
十
一
年
度
）
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
枠
組
み
を
維
持

し
つ
つ
、
①
集
落
活
動
へ
の
助
成
・
若

者
等
の
参
加
を
促
進
、
②
複
数
の
集
落

が
連
携
し
て
行
う
農
業
生
産
活
動
等
の

体
制
づ
く
り
の
推
進
、
③
超
急
傾
斜
地

の
農
用
地
の
保
全
・
活
用
の
支
援
と
い

っ
た
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
条
件
（
左
図
参
照
）
が
厳
し
く
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
年
間
の

農
業
生
産
活
動
の
継
続
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
の
交
付
金
返
還
ル
ー
ル
も
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

←花飾り作業の様子

法面に雑草抑制ネットを
設置する作業→

取り組み例①

取り組み例②
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東
京
東
白
川
ク
ラ
ブ
は
本
年
六
十

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昭
和
三
十
年
頃
、
村
出
身
の
浅

草
で
お
医
者
さ
ん
を
し
て
お
ら
れ
た

安
江
賢
太
郎
先
生
の
も
と
に
、
遠
路

東
白
川
村
か
ら
東
京
に
出
て
き
て
い

た
数
人
の
若
者
が
集
ま
り
、
懐
か
し

い
故
郷
の
こ
と
を
思
い
、
互
い
に
助

け
合
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
東
京
村

人
会
の
発
端
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
あ
れ
か
ら
六
十
年
。
当
ク
ラ
ブ
は

多
く
の
諸
先
輩
方
の
弛た

ゆ

ま
な
い
努
力

と
東
白
川
を
思
う
気
持
ち
で
、
一
度

も
途
切
れ
る
こ
と
が
無
く
延
々
と
続

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝

と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
六
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ

た
記
念
総
会
に
は
五
十
人
強
の
方
々

に
ご
参
集
頂
き
、
盛
大
な
る
式
典
を

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

井
村
長
さ
ん
、
桂
川
元
村
長
さ
ん
、

安
江
前
村
長
さ
ん
は
じ
め
多
く
の
来

賓
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
ま
た
待

ち
に
待
っ
た
檜か

い

茶さ

太
鼓
の
実
演
も
加

わ
り
、華
々
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

図
り
、
助
け
合
い
、
そ
し
て
故
郷
東

白
川
村
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
当
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
全
力
を

注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
最
後
に
、
東
白
川
村
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
あ
い
さ

つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、「
サ
ロ
ン
」「
居
場
所
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
と
い
う
「
新

し
い
公
共
の
場
」
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
既
存
の
集
会
施
設
で
地
域
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
る
中
、
な
ぜ
「
新
し
い
公
共
の
場
」
が

創
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
既
存
の
集
会

施
設
で
は
満
た
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
は
？
「
新
し

い
公
共
の
場
」
の
何
が
新
し
い
の
か
？

　
集
会
施
設
の
利
用
は
、
特
定
の
部
屋
を
あ
ら

か
じ
め
予
定
し
、
特
定
の
時
間
に
特
定
の
活
動

を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
利
用
し
ま
す
。

　「
新
し
い
公
共
の
場
」
は
、
誰
か
が
常
駐
し

て
お
り
、
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・
目
的
が
無
く

て
も
・
何
か
の
活
動
で
な
く
て
も
、
寄
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
違
い
が
「
新
し
い
」
と
い

う
こ
と
で
、
既
存
の
集
会
施
設
で
は
満
た
す
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
ニ
ー
ズ
で
す
。

　
全
て
の
人
が
、属
性
を
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

ル
ー
ル
と
倫
理
を
守
れ
ば
、
心
地
よ
く
、
そ
の

人
に
合
っ
た
時
間
を
過
ご
す
場
所
。「
公
共
の

場
」
と
は
、
根
源
的
に
そ
う
い
う
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
「
選
択
で
き
る
」
自
由
が
、

そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

（
樋
口
銀
二
郎
）

創立
６０周年
を迎えて

東京東白川クラブ

会長  安江 敬さん（平出身） 外観パース図

5 広報ひがししらかわ7H27.

　総務省の支援を受け、

地域問題の進行が著しい地方自治体が都市部の人を地域おこし協力隊と

して委託し、地域の活動に従事しながら定住・定着を図る取組みです。

【地域おこし協力隊って？】

コートヤードマリオット銀座東武ホテルにて

　村では、地域の方々が気軽に集える場所（＝交流サロン）を整備すること

になりました。今回は、「神土高齢者交流サロン」の活用例について一足お先

にご紹介します！

談話スペース
みんなが集える
憩いの場所

厨房

玄関

和室

団らんスペース
趣味の活動など
輪を広げる♪

談話室

軽スポー
ツに…

（カロー
リングな

ど）

文化活動に…（クラブ活動など）

料理教室など…

・段差をなくしたバリアフリー構造！

・災害時には福祉避難所として活用！

高齢者交流サロン活用例
※仕様が変わる場合があります

世代間交流に…
（子どもたちとの交流）

カフェスペース
お茶やコーヒー
を飲んで語らう♪

●建設地●

神土平地内

高齢者交流サロンの整備工事が始まります！

い
つ
で
も
誰
で
も
★
新
し
い
公
共
の
場
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ア
ユ
の
友
釣
り
解
禁
を
迎
え
た
白
川

で
、
小
学
五
年
生
十
四
人
が
友
釣
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
釣
り
を
通
じ
て
村
の

豊
か
な
資
源
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

釣
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
飛
騨
川
漁
協
東
白
川
支
部
が
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
白
川
支
部
の
五
人
が
講
師
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
は
友
釣
り
漁
法
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
五
班
に
分
か
れ
て
さ

っ
そ
く
川
へ
。
普
段
よ
り
少
し
水
位
が

高
め
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
腰
の
あ
た

り
ま
で
水
に
浸
か
り
な
が
ら
お
よ
そ
二

時
間
の
釣
り
を
楽
し
み
、
合
計
十
八
匹

を
釣
り
上
げ
ま
し
た
。

　
佐
藤
心み

ら

く楽
く
ん
（
陰
地
）
は
、「
初

め
て
だ
っ
た
け
ど
二
匹
釣
れ
た
。
楽
し

か
っ
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
こ
の
体
験

会
は
今
後
も
続
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

初
体
験
★
ア
ユ
の
友
釣
り

　
　
六
月
二
十
三
日（
火
）

　
中
川
原
水
辺
公
園（
平
）

明
る
い
話
題
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

美
し
い
農
村
環
境
を
守
る

初めての友釣り。釣ったど～！！

　
終
戦
か
ら
七
十
年
を
迎
え
る
今
年
、

戦
争
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
る
機
会
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
朗
読
会
が
開
か

れ
、
五
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

夢
風
船
が
企
画
し
た
も
の
で
、
戦
争
体

験
者
か
ら
話
を
聞
い
て
書
き
起
こ
し
た

「
野
戦
病
院
」
や
老
人
ク
ラ
ブ
が
発
行

す
る
「
白
寿
」、
東
白
川
村
戦
記
編
纂

委
員
会
が
ま
と
め
た
「
平
和
へ
の
礎
」

か
ら
十
作
品
を
朗
読
し
ま
し
た
。
朗
読

者
を
通
じ
て
語
ら
れ
る
戦
場
で
の
思
い

や
家
族
の
思
い
に
、
参
加
者
の
中
に
は

涙
を
流
し
て
聞
き
入
っ
て
い
る
人
も
い

ま
し
た
。

　
戦
争
体
験
者
で
あ
る
安
江
と
く
よ
さ

ん
（
平
）
は
「
朗
読
会
を
通
し
て
、
戦

争
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
次
の
世
代

に
伝
わ
っ
て
い
け
ば
、
戦
争
は
二
度
と

繰
り
返
す
こ
と
は
な
い
。」
と
語
り
ま

し
た
。今
後
の
予
定
は
左
記
の
と
お
り
。

戦
後
七
〇
年
～
私
た
ち
と
戦
争
～

六
月
二
十
一
日（
日
）　
鮎
ヶ
瀬
会
館

　
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
リ
ハ
ビ
リ
教

室
が
行
わ
れ
、
二
十
一
人
が
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
介
護
予
防
事
業
の
ひ
と
つ
で
、
人
と

の
交
流
を
は
か
り
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
す
る
た
め
に

年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
六
年
生
が
校
内
を
案
内
し
ま
し
た
。

六
年
生
は
総
合
学
習

で
福
祉
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
訪
問
が

実
現
し
ま
し
た
。
最

初
は
お
互
い
に
硬
い

表
情
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
校
内
を
回
る

う
ち
に
次
第
に
打
ち

解
け
、
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
五
日（
木
）～
二
十
八
日（
日
）

　
美
瑛
町
民
セ
ン
タ
ー（
北
海
道
）

　
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
認
知
症
に
つ
い

て
、介
護
の
仕
方
や
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と「
み

ま
も
り
の
わ
講
演
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
の
ぞ
み
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
臼
井

潤
一
郎
地
域
支
援
部
長
は
「
初
期
の
認
知
症
ほ
ど
本

人
や
家
族
が
不
安
定
に
な
る
。
介
護
者
は
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
地
域
の
方
や
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と

村づくり戦略について話す今井村長
（北海道・鳥取県・福岡県など９町村の代表者

が集まり、グループ討議を行いました）

抱え込まないで！地域で考える認知症 小学６年生との交流会♪
むらの
話 題６月２３日　　　保健福祉センター　火 ６月１９日　　　東白川小学校金

　“
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
丘
”
で
知
ら
れ

る
北
海
道
美
瑛
町
で
「
世
界
で
最
も
美

し
い
村
連
合
会
」
の
世
界
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
本
村
を
含
む
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
す
る
国
内

五
十
一
町
村
と
フ
ラ
ン
ス
な
ど
四
カ
国
か

ら
自
治
体
関
係
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
日
本
で
の
開
催
は
初
で
、
二
十
七
日

の
戦
略
会
議
で
は
「
自
立
の
た
め
の
む

ら
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
六
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
一
時
間
半
ほ
ど
グ
ル

ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

今
井
村
長
は
「
住
民
代
表
に
よ
る
美
し

い
村
づ
く
り
委
員
会
の
設
置
」「
地
元

産
品
の
販
路
拡
大
の
た
め
の
支
援
」「
山

林
や
農
地
を
守
る
た
め
の
集
落
営
農
組

織
づ
く
り
」
な
ど
、
村
の
農
村
景
観
や

環
境
、
文
化
を
守
る
た
め
の
戦
略
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

　
本
村
が
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い
村

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
住
民
の
方
と
の

協
働
が
大
切
で
す
。

落ち着いた朗読に聞き入る来場者
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が
大
切
。」
と
話
し
ま

し
た
。

　
村
が
行
う
み
ま
も

り
の
わ
事
業
は
平
成

二
十
二
年
に
開
始
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

村
を
目
指
し
て
、
毎
年

講
演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

 読み聞かせボランティア夢風船　第４回朗読会

戦後７０年～私たちと戦争～　※入場料２００円

 【第２回目】１０／１１　越原センター

 【第３回目】１１／  ８　五加センター

認知症についての知識を深めた

久し振りに訪れた学校を楽しんだ
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六
月
三
十
日（
火
）

役
場
・
駐
車
場

つ
ち
の
こ
商
品
券

使
う
こ
と
で
地
域
貢
献

　
第
五
十
九
回
加
茂
郡
消
防
操
法
大
会

が
開
か
れ
、
加
茂
郡
七
町
村
の
各
代
表

が
集
ま
り
消
防
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
は
第
三
部
自
動
車
班
が
出

場
し
、
第
四
十
三
回
大
会
（
平
成
十
一

年
）
以
来
の
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

出
場
順
位
が
一
番
と
い
う
緊
張
感
の

中
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
見
事
な
操
法

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
各
団
と
も
迅
速
か
つ
的
確
な
操
法
を

披
露
。
本
村
は
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し

ま
し
た
が
、
個
人
表
彰
に
一
番
員
の
安

江
将
永
さ
ん
（
平
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
村
の
消
防
技
術
の
高
さ
を
示
し
た
安

江
さ
ん
は
「
と
て
も
う
れ
し
い
。
今
後

も
地
域
防
災
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
加
茂
郡
初
の
七
宗

町
女
性
消
防
隊
に
よ
る
操
法
も
披
露
さ

有
事
に
備
え
、
消
防
技
術
競
う
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森
林
組
合
が
行
う
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト[

Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ]

制
度
に
賛
同
し
た
㈱
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ

ウ
ェ
イ
に
、
本
村
と
森
づ
く
り
に
取
り
組
む
モ
ア
・

ト
ゥ
リ
ー
ズ
か
ら
オ
フ
セ
ッ
ト
証
書
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
と
は
、
森
林
が
吸
収
す
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
し
、
そ
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
森
林
環
境
保
全
活
動
を
推
進
す
る
企

業
に
売
却
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
こ
の
企
業
と
村

と
を
仲
介
し
た
の
は
モ
ア･
ト
ゥ
リ
ー
ズ
で
、
こ
れ

ま
で
に
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
な
ど
の
企
業
と
６
３
６
㌧

‐
Ｃ
Ｏ
２

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
取
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ど
た
く
さ
ん
の
料
理

に
、
参
加
者
た
ち
は
い

き
い
き
し
た
表
情
を
見

せ
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
こ
の
お
茶
会
は
、
地

域
の
方
へ
の
理
解
や
交

流
を
目
的
に
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
始
ま
る
時

季
を
前
に
、
消
防
団
員
を
対
象
に
し
た

救
急
救
命
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
受
講
し
た
十
三
人
は
、
傷
病

者
を
発
見
し
た
際
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

講
習
で
は
、
正
常
な
呼
吸
と
異
常
な
呼

吸
の
見
分
け
方
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
の
仕
方
な
ど
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
可
茂
東
消
防
署
の
田

嶋
救
急
救
命
士
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
な
い
場

合
や
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
は
、
胸

骨
圧
迫
を
絶
え
間
な
く
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。」
と
話
し
、
傷
病
者
を
発

見
し
て
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、
緊
急
時
に
適
切
な
対

処
が
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
講
習
を
受

け
て
い
ま
す
。

↑個人表彰に輝いた
　安江将永さん

→七宗町女性消防隊に
よる操法

六
月
三
十
日（
火
）

は
な
の
き
別
館（
平
）

正
し
い
救
命
方
法
を
学
ぶ

企業・村・森をつなぐ！森林環境保全活動

　
今
回
は
５
㌧
‐

Ｃ
Ｏ
２

の
ク
レ
ジ

ッ
ト
が
取
引
き
さ

れ
、
得
ら
れ
た
収

益
は
林
道
等
の
維

持
管
理
や
Ｆ
Ｓ
Ｃ

に
参
加
す
る
組
合

員
の
方
へ
還
元
さ

れ
ま
す
。

６月２０日　　　こもれびの里（平）　土

　
一
般
就
労
に
向
け
た
作
業
訓
練
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
作
業
所
え
が
お
で
、

地
域
の
方
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
き
い
き（
下
呂
市
）

の
方
な
ど
を
招
待
し
、
お
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
だ
ん
ご
、
焼
き
そ
ば
、
朴
葉
寿
司
に
水
よ
う
か
ん

“えがお”のリニューアル１周年
６月３０日　　　作業所えがお（親田）火

左から→今井村長、東白川森林組合・
高木組合長、㈱ネイチャーズウェイ萩
原社長、モア・トゥリーズ水谷事務局長、
加子母森林組合・内木組合長

れ
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た

八
百
津
町
消

防

団

は
、

第

六
十
四
回
岐
阜

県
消
防
操
法
大

会
（
海
津
市
）

に
出
場
し
ま

す
。

＜ＡＥＤ村内設置場所＞
役場、はなのき会館、防災センター、小学校、
中学校、保育園、総合運動場、保健福祉センター、
道の駅、むくハウス、白川茶屋

↑役場設置の
　ＡＥＤ

→救命処置のシ
ミュレーション

　
つ
ち
の
こ
商
品
券
を
発
行
し
て
い
る

「
東
白
川
村
商
品
券
つ
ち
の
こ
会
」
が

一
輪
車
二
十
五
台
と
空
気
入
れ
二
台
を

村
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
つ
ち
の
こ
会
は
平
成
二
十
一
年
に
設

立
さ
れ
、
現
在
は
五
十
の
事
業
者
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
券
は
商

工
会
な
ど
村
内
六
店
舗
で
販
売
し
て
お

り
、
そ
の
販
売
額
に
応
じ
て
納
め
ら
れ

た
手
数
料
で
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
や
学
校
関
係
に
車
イ
ス

な
ど
を
毎
年
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
会
長
の
安
江
正
樹
さ
ん
（
平
）
は
「
平

成
二
十
六
年
度
の
商
品
券
の
発
行
額
は

初
め
て
三
千
万
円
を
越
え
ま
し
た
。
入

学
や
卒
業
、
成
人
祝
い
な
ど
に
ぜ
ひ
、

つ
ち
の
こ
商
品
券
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
一
輪
車
な
ど
は
、
各
自

治
会
の
防
災
倉
庫
に
保
管
さ
れ
ま
す
。 安江会長から今井村長へ目録を手渡しました

およそ６０人が集まり楽しんだ

六
月
二
十
八
日（
日
）

蘇
水
公
園（
八
百
津
町
）
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被保険者番号 ○○○○○○○○

氏 名 広域 太郎

一部負担金の ○割

割 合

有 効 期 限 平成２７年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証
被保険者番号○○○○○○○○

住 所 岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏 名 広域 太郎
生 年 月 日
資格取得年月日

発 効 期 日

交付年月日
一部負担金の割合

保 険 者 番 号 ○○○○○○○○
保 険 者 名 岐阜県後期高齢者医療広域連合

有効期限

平成２７年７月３１日

性 別 男

昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日

平成○○年○○月○○日

平成○○年○○月○○日
○ 割

印

被保険者番号 ○○○○○○○○

氏 名 広域 太郎

一部負担金の ○割

割 合

有 効 期 限 平成２８年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証
被保険者番号○○○○○○○○

住 所 岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏 名 広域 太郎
生 年 月 日
資格取得年月日

発 効 期 日

交付年月日
一部負担金の割合

保 険 者 番 号 ○○○○○○○○
保 険 者 名 岐阜県後期高齢者医療広域連合

有効期限

平成２８年７月３１日

性 別 男

昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日

平成○○年○○月○○日

平成２７年 ８月 １日
○ 割

印

《
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
》

第
十
回
特
別
弔
慰
金

支
給
の
ご
案
内

　　
戦
後
七
十
周
年
に
当
た
り
、

戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い

を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て

弔
慰
の
意
を
示
す
た
め
に
特
別

弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給

い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

戦
没
者
等
の

　
　
　
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方

戦
没
者
等
の
子

戦
没
者
等
の
❶
父
母
❷
孫

❸
祖
父
母
❹
兄
弟
姉
妹

※
要
件
に
よ
り
順
番
が
替
わ
り
ま
す
。

①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族

※
一
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す
。

【
支
給
内
容
】

額
面
二
十
五
万
円
・
五
年
償

還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
間
】

　
平
成
三
十
年
四
月
二
日
ま
で

【
請
求
窓
口
・
お
問
合
せ
先
】

　
村
民
課
住
民
係

℡
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
１
２
０
）

《
可
茂
消
防
事
務
組
合
》

　

消
防
官
募
集
！　

　【受
験
資
格
】
▼
大
学
・
短
大
・

高
校
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等
の

学
校
卒
業
の
学
歴
を
有
す
る
者

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
▼
平

成
三
年
四
月
二
日
～
平
成
十
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
申
込
期
限
】

　
八
月
六
日
（
木
）
ま
で

【
試
験
日
程
】

（
教
養
・
適
性
）

▼
日
時
　
九
月
二
十
日
（
日
）

お し
ら せ

▼
時
間
　
午
前
八
時
五
十
分
～

▼
場
所
　
県
立
可
児
高
等
学
校

（
体
力
試
験
）

▼
日
時
　
九
月
二
十
一
日（
月
）

▼
時
間
　
午
前
九
時
か
ら

▼
場
所
　
プ
ラ
ザ
ち
ゅ
う
た
い

【
問
合
せ
先
】
消
防
本
部
総
務
課

℡
０
５
７
４
‐
２
６
‐
０
１
４
４

《
防
衛
省
》

　

自
衛
官
募
集
！

　
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
に
あ
た
り
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
日
程
】
七
月
十
九
日
（
日
）・

二
十
日
（
月
）　
午
前
十
時
～

【
場
所
】
美
濃
加
茂
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
美
濃
加
茂
市
太
田
町

三
四
二
五
‐
一
）

【
問
合
せ
先
】

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

℡
０
５
７
４
‐
２
５
‐
７
４
９
５

八
月
一
日
か
ら

『
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
』　

が
変
わ
り
ま
す
！

　
現
在
の
保
険
証
（
う
す
い
青

色
）
の
有
効
期
限
は
平
成
二
十

七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
で

す
。
新
し
い
保
険
証
（
う
す
い

緑
色
）
は
七
月
中
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
記
載
内
容
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
変
更
が
あ
る
場

合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
住

所
や
氏
名
が
見
え
な
い
よ
う
裁

断
す
る
な
ど
十
分
注
意
し
て
処

分
し
ま
し
ょ
う
。
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
村
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
村
民
課
住
民
係

℡
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
１
２
１
）

★８月１日～・うすい緑色★

募集種目 応募資格 受付期間 １次試験

一般曹候補生 １８歳以上
２７歳未満

８月１日
～９月８日

９月１８日
・１９日

航空学生 高卒（見込）
２１歳未満

８月１日
～９月８日９月２３日

自衛官候補生
（男子）

１８歳以上
２７歳未満 随時受付 受付時に

案内

自衛官候補生
（女子）

１８歳以上
２７歳未満

８月１日
～９月８日

９月２５日
～２９日

※日付指定

※
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　　　　　　　　　　　　　　　１１／２３福岡戦まで　※ 変更有り
　★前売り券はコンビニエンスストアなどで発売中★

１，０００円以上のグッズ購入で半額割引！
　★来場者全員★ＦＣ岐阜公式戦会場内のオフィシャルグッズ売り場・

　　　　　　　　後援会ブースで使用できるクーポン券を配布　　　　

　　　　　　　　　　　　可茂、中濃など各総合庁舎から無料バスを運行中！

　※要予約（試合４日前の正午までにお申し込みください）
【申込方法】専用ホームページ・電話・ＦＡＸでの予約

入場券全券種 ⇒ 半額！！

無料バス運行中！！

ＴＥＬ０５２‐２３２‐６７６７（ＦＣ岐阜無料バス運行コールセンター）　ＦＡＸ０５２‐２３２‐６７４３

ＦＣ岐阜無料バス

ＦＣ岐阜を応援に行こう !!

屋
外
広
告
物
講
習
会

　
屋
外
広
告
物
の
表
示
・
掲
出

物
件
の
設
置
に
関
す
る
業
務
に

従
事
す
る
方
を
対
象
に
講
習
会

を
開
き
ま
す
。

▼
定
員
　
先
着
百
名

▼
受
講
料
　
三
千
円

▼
日
時
　
九
月
十
六
日
（
水
）

▼
受
付
　
午
前
九
時
～

▼
場
所
　
岐
阜
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
２
階
大
研
修
室
（
岐
阜

市
橋
本
町
一-

十-

二
十
三
）

▼
申
込
期
間
　
八
月
三
日
（
月
）

～
三
十
一
日
（
月
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
↓

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

℡
０
５
８
‐
２
４
５-

４
４
７
２

募
　
集

①②③④
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ありがとう

ございました

【東白川村】

　花の寄せ植え鉢…商工会女性部

■ふるさと思いやり基金　

　金 70,000 円…今井勝二（東京都）

　金 30,000 円…押村英之（愛知県）

　金 20,000 円…三浦俊和（愛知県）

　金 20,000 円…鈴木茂樹（東京都）

　金 20,000 円…細川圭永子（奈良県）

　金 20,000 円…加藤幸男（各務原市）

　金 10,000 円…林 康一（千葉県）

　金 10,000 円…松島真由（神奈川県） 

　金 10,000 円…久保 諭（東京都）

　金 10,000 円…名村雅史（福岡県）

　金 10,000 円…金山奈美（兵庫県）

　金 10,000 円…清水伸二（埼玉県）

　金 10,000 円…二村泰栄（愛知県）

　金 1,081,000 円…匿名 73 名

■医療・保健福祉部門

　金 100,000 円…桜木一男（中津川市）

　金  50,000 円…村雲隆子（曲坂）

　金  50,000 円…今井大作（柏本）

■みつば保育園

　花苗５０本…下林育苗・松岡勝（陰地）

■東白川小学校

　花苗２００本…下林育苗・松岡勝（陰地）　

【社会福祉協議会】

　金 50,000 円…今井大作（柏本）

　タオル、チラシごみ箱…島倉淑子（親田）

　清拭布…わかば会（曲坂）

　清拭布…老人クラブ清楽会

　古切手…樋口美佐枝（西洞）　

　古切手…㈲新世紀工房（陰地）

　古切手…匿名

御寄付 ありがとう
ございました

下呂市立休日診療所
℡ 0576(24)1200

■診療日 / 診療時間
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3 時
■診療科目（※原則として）

　内科・小児科の急病患者
■所在地（下呂市民会館１階）

　下呂市森 801-10
※受診前に必ずご連絡ください。

東白川森林組合報告
第 717 回共販会（6/23）

ひのき
13cm 以下小丸太

平均単価 /  8,500 円

ひのき
14cm 以上

平均単価 / 16,800 円
　高値 /150,000 円

すぎ
平均単価 /  8,900 円
　　高値 /40,000 円

赤まつ
平均単価 /  6,400 円

　高値 /  8,000 円

総取扱量 663 ㎥
総販売高 9,078,000 円

休日診療情報

●可燃ごみ

毎週火曜日・金曜日

●蛍光管

７月２５日（土）～２７日（月）

●ガラス類・ビン・粗大ごみ

８月７日（金）

ゴミ収集日

※敬称略

オススメＢＯＯＫ紹介
公民館図書館

日 曜日 加茂医師会　　　　（午前９時～午後５時）　

2 日 かわべ眼科　（川辺町／ 53-4567)

9 日 日江井外科（美濃加茂市／ 25-2624）

16 日 粕谷医院（八百津町／ 43-0035）

23 日 木沢記念病院　（美濃加茂市／ 25-2181）

30 日 太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）

８月

「山間過疎地域における地域保健活動」
―東白川村と共に歩む保健師たち―

著・宮田延子

　山間過疎地域である東白川村の４０年にわたる保健活動の歴

史と保健師活動の長期的な成果と課題を整理し、課題に向かう

方途についてが示された１冊です。

＜著者紹介＞

　著者は神土親田出身。１９７０年（昭和４５年）に東白川村初の

保健師（当時の保健婦）として着任し、成人病予防対策を中心

とした活動の基盤作りを行いました。この仕組みを作るにあた

り、まず東白川村の抱える健康問題に焦点を絞り、病気で寝た

きりの方全員を訪問されました。この訪問をきっかけに病気予

防の大切さに改めて気付き、健康診断や保健指導など生活習慣

病の予防管理体系を整えられました。以後８人の保健師によっ

て現在も引き継がれています。

生まれ育った東白川村で保健師として活

動し、健康の見守り支援者として関わっ

てきました。保健師を知らない方にも

地域を支える仕事についてやりがいや

醍
だ い ご み

醐味を知っていただければ幸いです。

東白川村国保診療所
℡ 78-2023　㈲ 8-2023

■診療日
　毎週土曜日
■診療時間
　午前 8 時 30 分
　　　　～午前 11 時
※受診前に

　　必ずご連絡ください。

７月は
　“社会を明るくする運動”月間です

　犯罪や非行のな

い幸福で明るい社

会の実 現を願い、

保護司の新田充さ

ん（加舎尾）と山口

八恵子さん（下野）

をはじめ、更生保護

女性会の５人が内閣

総理大臣などからの今井村長へメッセージを手渡す新田充さん

メッセージを今井村長へ手渡しました。

　“社会を明るくする運動”はすべての国民が犯罪や非行

の防止と過ちを犯した人の立ち直りについて理解を深め、

安全な安心な地域社会を築こうとする全国的な運動です。



国保診療所＜土曜診療＞

■診療日時
毎週日曜日・祝日

　午前 9時～午後 3時
■所在地
下呂市森 801-10

　下呂市民会館 1階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

広
報
ひ
が
し
し
ら
か
わ

７
月
号

H27
・
7
・
15

■
発
行
／
東
白
川
村
役
場
℡
０
５
７
４
（
７
８
）
３
１
１
１

　
　
　
　

岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村
神
土
５
４
８

■
編
集
／
総
務
課
情
報
通
信
係

■
印
刷
／
下
呂
印
刷
株
式
会
社

▼
七
月
七
日
は
七
夕
。

七
夕
は
笹
に
短
冊
を
付
け
て
お
願
い
を
す

る
日
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
お
祝
い

の
始
ま
り
は
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
節
句

の
ひ
と
つ
で
す
。
▼
も
と
も
と
七
夕
の
行

事
は
旧
暦
の
七
月
七
日
で
こ
の
日
を
「
伝

統
的
七
夕
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
▼
今
年

の
伝
統
的
七
夕
は
八
月
二
十
日
。
梅
雨
明

け
後
で
晴
天
率
が
高
く
、
月
は
夜
半
前

に
沈
む
の
で
天
の
川
が
く
っ
き
り
と
見

え
、
観
測
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
明

か
り
を
消
し
て
暗
い
夜
空
に
光
る
星
と
天

の
川
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
▼
日
本
に
は
様
々
な
行
事
が
あ
り

ま
す
が
、
由
来
や
本
来
の
意
味
か
ら
離
れ

て
理
解
さ
れ
て
い

る
行
事
も
多
く
あ

り
ま
す
。
夏
休
み

中
や
ち
ょ
っ
と
し

た
空
き
時
間
に
調

べ
て
み
て
も
面
白

い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
T
）

No.52

ひ
とこ
と

　

俳

句

朴
の
葉
の
香
り
を
寿
司
に
娘
に
送
る
　

　

村
雲
と
み
子

川
沿
の
店
活
況
の
大
暑
か
な

安
倍
栄
香

踏
張
っ
て
え
ん
ど
う
取
る
子
の
得
意
顔

村
雲
春
子

谷
川
の
魚
見
つ
む
る
初
夏
の
午
後
　

安
江
と
く
よ

朴
の
葉
に
わ
が
味
添
え
て
送
り
け
り
　

村
雲
と
も
子

老
夫
婦
息
を
あ
わ
せ
て
お
茶
を
刈
る
　

安
倍
富
子

あ
け
ぼ
の
俳
句
の
会
よ
り

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る

花
の
よ
う
な
子
に

な
っ
て
ね
♪

平成２７年３月１３日生

神戸はなちゃん（平）
（将成・裕子）

世帯数� … 864世帯
人　口� … 2,467人

(男1,186人　女1,281人)

転　入� ……�2人
転　出� ……�3人
出　生� ……�0人
死　亡� ……�2人

先月との比較���3人減
昨年との比較�68人減

６月末住民登録人口から

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

安
江
　
巖
　
八
十
二
歳
（
大
明
神
）

伊
藤
　
勝
　
八
十
五
歳
（
宮
代
）

人口の動き

※
敬
称
略

こんにちは！

　あかちゃん

七夕の笹飾り（みつば保育園）




